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１
．
農
政
の
推
進

⑴
食
料
安
全
保
障
上
の
観
点
か
ら
農

業
農
村
整
備
事
業
の
推
進

【
質
問
】 

⑴
全
国
の
農
業
水
利
施
設

は
そ
の
半
数
が
標
準
耐
用
年
数
を
超

え
て
お
り
、
本
県
で
も
同
様
の
状
況

で
あ
る
。
八
代
平
野
地
区
で
は
、
本

年
３
月
以
降
の
豪
雨
で
農
業
水
利
施

設
の
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
関

係
機
関
の
必
死
の
仮
復
旧
対
応
で
何

と
か
し
の
い
で
い
る
。
全
国
の
食
料

生
産
供
給
基
地
の
役
割
を
担
う
本
県

で
、
農
業
用
施
設
の
計
画
的
な
保
全

の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。
農
業
農

村
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
り
潤
沢
な
農

産
物
を
生
産
し
、
本
県
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
最
も
重
要
と
考
え
る
が
、
県

の
取
組
状
況
と
今
後
の
対
処
に
つ
い

て
、
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

【
答
弁
（
知
事
）
】 

⑴
本
県
の
農
畜

産
業
は
、
日
本
の
食
料
安
全
保
障
の

一
翼
を
担
い
、
中
で
も
農
業
用
施
設

は
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
特
に
排
水
機
場
は
、
県
民
の
生

命
等
の
保
護
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
が
、
そ
の
多
く
は
老
朽
化
し
て
い

る
。
近
年
は
排
水
能
力
の
強
化
等
も

望
ま
れ
て
お
り
、
安
定
的
な
予
算
確

保
が
必
要
で
、
国
に
し
っ
か
り
と
財

源
確
保
を
求
め
て
ま
い
る
。
引
き
続

き
、
水
利
施
設
の
計
画
的
な
更
新
等

を
推
進
し
、
農
業
農
村
整
備
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
。

⑵
担
い
手
対
策
の
拡
充

【
質
問
】 

⑵
県
は
本
年
６
月
議
会
で
、

就
農
時
50
歳
代
の
県
内
居
住
者
に
も

新
規
就
農
者
支
援
を
拡
充
し
た
。
49

歳
以
下
の
場
合
は
、
新
規
就
農
者
育

成
総
合
対
策
事
業
の
就
農
後
支
援

等
、
国
の
手
厚
い
制
度
が
構
築
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
就
農
後
支
援
の

経
営
開
始
資
金
は
、
親
元
就
農
の
場

合
は
親
と
違
う
作
物
で
な
け
れ
ば
支

援
対
象
に
な
ら
な
い
。
実
践
経
験
の

な
い
者
が
い
き
な
り
親
と
違
う
作
物

で
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
は
ず
が
な

い
。
今
こ
そ
県
独
自
の
親
元
支
援
策

を
構
築
し
、
国
に
制
度
の
矛
盾
を
訴

え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
知
事
の
考

え
を
尋
ね
る
。

【
答
弁
（
知
事
）
】 

⑵
私
は
、
本
県

の
農
業
政
策
の
要
諦
は
担
い
手
対
策
に

あ
る
と
考
え
、
先
般
、
大
規
模
な
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
親

元
就
農
者
は
、
安
定
し
た
農
業
経
営
等

か
ら
、
改
め
て
重
要
性
を
認
識
し
た
。

経
営
開
始
資
金
に
つ
い
て
は
、
親
元
就

農
の
場
合
、
親
と
異
な
る
新
た
な
作
物

の
導
入
は
全
く
現
実
的
で
な
く
、
親
元

就
農
等
で
区
分
し
な
い
一
律
の
支
援
が

必
要
で
あ
り
、
制
度
の
見
直
し
を
国
に

強
く
訴
え
て
ま
い
る
。

２
．
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
波
及
効
果
を
よ
り

広
く
、
よ
り
大
き
く

⑴
熊
本
に
お
け
る
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
の
創
設

【
質
問
】 

⑴
台
湾
の
新
竹
サ
イ
エ
ン

ス
パ
ー
ク
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
に
資
金
を
支
援
す
る
な
ど
す
ば
ら

し
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
パ
ー
ク

周
辺
は
産
官
学
が
理
想
的
な
形
で
一

体
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
県
内
に

は
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
な
ど
半

導
体
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
企
業
群

が
あ
り
、
教
育
や
研
究
機
関
と
連
携

す
る
構
想
等
も
あ
る
。
国
も
台
湾
政

府
も
乗
り
気
で
、
ま
さ
に
千
載
一
遇

の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
工
場
周
辺
に
限
ら
ず
、
熊
本
全

体
を
俯
瞰
し
て
熊
本
版
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
構
想
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
知
事
の
率
直
か
つ
大
胆
な
考

え
を
尋
ね
る
。

【
答
弁
（
知
事
）
】 

⑴
私
は
、
熊
本

版
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
構
想
実
現
の

た
め
、
先
月
、
台
湾
の
新
竹
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
を
視
察
し
た
。
た
だ
、

台
湾
と
日
本
で
は
法
制
度
が
異
な
る

な
ど
、
同
様
の
手
法
は
我
が
国
で
は

困
難
な
た
め
、
本
県
独
自
の
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
具
体
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
セ
ミ

コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
周
辺
が
あ
る

が
、
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
工
業
団
地

に
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
機
能

を
分
担
、
連
携
し
、
こ
の
エ
リ
ア
を

核
と
し
た
展
開
を
考
え
て
い
る
。
研

究
機
関
等
の
立
地
で
さ
ら
な
る
産
学

連
携
が
進
み
、
人
材
育
成
も
含
め
た

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
る
。

⑵
県
営
八
代
工
業
団
地
の
整
備

【
質
問
】 

⑵
昨
年
の
12
月
議
会
で

八
代
地
域
で
の
県
営
工
業
団
地
整

備
が
表
明
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
に

全
容
が
見
え
な
い
。
八
代
は
今
後

も
発
展
が
見
込
ま
れ
る
交
通
結
節

点
で
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
極
め
て

高
い
。
日
本
の
経
済
安
全
保
障

上
、
半
導
体
製
造
の
全
工
程
を
国

内
で
賄
う
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

八
代
の
工
業
団
地
に
は
こ
う
し
た

企
業
立
地
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の

こ
と
が
九
州
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン

ド
構
想
や
熊
本
版
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
構
想
に
も
つ
な
が
る
。
そ

こ
で
、
県
営
八
代
工
業
団
地
整
備

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
知
事
に

尋
ね
る
。

【
答
弁
（
知
事
）
】 

⑵
八
代
地
域
で

の
工
業
団
地
の
整
備
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

効
果
を
全
県
に
広
げ
る
と
い
う
極
め

て
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
県
南
地
域

で
実
現
す
る
た
め
の
中
核
と
な
る
取

組
で
あ
る
。
県
で
は
、
可
能
な
限
り

早
急
に
候
補
地
選
定
の
検
討
を
行
っ

た
結
果
、
市
内
陸
部
で
約
25
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
工
業
団
地
を
整
備
す
る
こ

と
と
し
、
近
く
整
備
箇
所
等
を
公
表

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
分
譲
開
始

時
期
は
令
和
10
年
度
を
目
標
と
し
、

地
元
の
雇
用
確
保
や
地
域
の
活
力
に

つ
な
が
る
企
業
を
積
極
的
に
誘
致
し

て
ま
い
る
。

３
．
こ
ど
も
ま
ん
な
か
熊
本
を
標
榜

す
る
多
子
世
帯
子
育
て
支
援
事
業

【
質
問
】 

子
育
て
現
場
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
熊
本
県
保
育
協
会
か
ら
、

国
に
先
駆
け
た
３
歳
未
満
児
の
保
育

料
の
無
償
化
の
要
望
が
挙
が
っ
て
い

る
。
か
つ
て
の
県
の
保
育
料
施
策

は
、
子
供
が
３
人
以
上
の
世
帯
で
３

人
と
も
保
育
園
に
在
園
の
場
合
、
第

３
子
の
保
育
料
を
無
償
化
す
る
も
の

で
、
限
ら
れ
た
世
帯
し
か
該
当
し
な

い
制
度
で
あ
っ
た
が
、
私
が
八
代
市

長
の
時
に
、
第
１
子
、
第
２
子
の
状

況
に
関
わ
ら
ず
、
第
３
子
が
保
育
園

に
在
園
し
て
い
れ
ば
、
第
３
子
の
保

育
料
を
無
償
化
す
る
制
度
改
正
に
取

り
組
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
20
年
近
く
経

ち
、
現
在
３
歳
以
上
の
保
育
料
は
全

て
無
償
だ
が
、
国
の
制
度
で
は
完
全

無
償
化
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
る
。

全
国
に
は
無
償
化
に
取
り
組
む
都
道

県
が
あ
り
、
県
内
で
も
13
市
町
村
が

第
１
子
か
ら
の
無
償
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
本
県
で
も
無
償
化
を
検
討

し
、
議
論
を
始
め
て
は
ど
う
か
。
知

事
の
所
見
を
伺
う
。

【
答
弁
（
知
事
）
】 

こ
ど
も
ま
ん
な

か
熊
本
は
県
政
の
最
重
要
課
題
の
一

つ
で
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
熊
本
・
実

現
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定
予
定
で

あ
る
。
保
育
料
に
つ
い
て
、
現
在
、

国
は
全
て
の
３
歳
か
ら
５
歳
児
を
無

償
化
し
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
う

ち
、
就
学
前
に
３
人
以
上
の
兄
弟
が

い
る
世
帯
の
３
番
目
以
降
の
保
育
料

を
無
料
に
し
て
い
る
。
本
県
独
自
の

支
援
策
と
し
て
、
国
の
就
学
前
ま
で

を
18
歳
未
満
ま
で
に
基
準
を
引
き
上

げ
、
支
援
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る

が
、
福
祉
等
の
経
済
的
支
援
は
地
域

間
で
差
が
出
な
い
よ
う
国
が
一
律
に

行
う
べ
き
と
考
え
る
。
今
後
も
国
へ
強

力
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
子
育
て

支
援
策
の
分
野
の
重
点
化
等
に
つ
い
て

全
庁
的
に
議
論
し
て
ま
い
る
。

４
．
大
地
震
に
備
え
る
住
宅
の
耐
震

化
対
策
の
拡
充

【
質
問
】 

木
造
住
宅
の
耐
震
基
準
に

つ
い
て
は
、
昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐

震
基
準
、
昭
和
56
年
施
行
の
新
耐
震

基
準
、
平
成
12
年
施
行
の
現
行
基
準

の
３
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
本
年
１
月

の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
現
行
基
準

に
基
づ
く
建
物
の
全
壊
等
が
１
割
未

満
だ
っ
た
一
方
で
、
大
き
な
被
害
は

古
い
耐
震
基
準
の
住
宅
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
県
の
耐

震
診
断
等
の
対
策
が
、
昭
和
56
年
以

前
に
着
工
さ
れ
た
も
の
が
補
助
要
件

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
現
行
基
準
に

満
た
な
い
も
の
も
適
用
す
べ
き
と
県

に
再
三
申
し
入
れ
て
い
た
が
、
能
登

半
島
地
震
の
被
災
状
況
を
受
け
、
県

に
再
度
そ
の
点
を
問
い
た
だ
し
た
。

県
は
、
よ
う
や
く
今
議
会
で
補
助
要

件
を
現
行
基
準
に
満
た
な
い
住
宅
に

見
直
す
と
し
て
い
る
が
、
今
回
の
見

直
し
の
経
緯
等
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

併
せ
て
、
拡
充
策
の
具
体
的
な
内
容

と
県
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
、
亀
崎

副
知
事
に
伺
う
。

【
答
弁
（
亀
崎
副
知
事
）
】 

県
で
は

国
の
方
針
に
即
し
て
、
旧
耐
震
基
準

に
基
づ
く
住
宅
等
の
耐
震
性
向
上
の

た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
耐
震
診
断

事
業
を
実
施
し
、
平
成
29
年
度
か
ら

は
耐
震
改
修
等
も
行
う
住
宅
耐
震
化

支
援
事
業
を
開
始
し
た
。
能
登
半
島

地
震
で
は
、
現
行
基
準
を
満
た
さ
な

い
新
耐
震
基
準
の
住
宅
で
も
約
25
％

が
全
壊
と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
の
た

め
支
援
対
象
を
現
行
基
準
を
満
た
さ

な
い
住
宅
と
す
る
な
ど
支
援
策
を
拡

充
し
た
。
拡
充
の
具
体
的
な
内
容

は
、
支
援
対
象
の
拡
大
と
一
定
期
間

の
住
宅
所
有
者
へ
の
補
助
額
の
増
額

で
あ
る
。
県
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
耐
震
化
の
意
識
向
上
が
重
要
で

あ
り
、
市
町
村
広
報
等
も
活
用
し
丁

寧
な
説
明
等
を
行
っ
て
ま
い
る
。

５
．
八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン
構
想

の
推
進

【
質
問
】 

八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン

構
想
は
、
よ
う
や
く
構
想
路
線
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
が
、
ま
だ
計
画
路
線

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
平
成
元
年
、

八
代
・
天
草
架
橋
建
設
促
進
期
成
会

が
発
足
し
、
令
和
３
年
２
月
、
八

代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン
建
設
促
進
協

議
会
が
設
立
、
同
年
に
は
県
や
国
の

計
画
の
構
想
路
線
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
こ
の
構
想
を
推
進
す
べ
く
地
元

の
機
運
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。
要
望

活
動
で
は
、
国
交
省
等
に
事
業
化
に

必
要
な
調
査
等
の
早
期
着
手
を
訴
え

て
い
る
。
本
年
１
月
の
能
登
半
島
地

震
で
は
半
島
が
ゆ
え
の
脆
弱
性
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
天
草
地
域
に
お
い

て
も
緊
急
時
の
代
替
ル
ー
ト
の
確
保

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
災
害
に
強

い
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
発
展
等
に

大
き
な
効
果
等
を
も
た
ら
す
こ
の
構

想
の
必
要
性
は
、
必
然
的
に
高
ま
っ

て
い
る
。
知
事
は
こ
の
構
想
に
つ
い

て
ど
う
考
え
、
今
後
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

【
答
弁
（
知
事
）
】 

八
代
・
天
草
シ
ー

ラ
イ
ン
構
想
は
、
実
現
の
暁
に
は
県

南
・
天
草
地
域
の
地
方
創
生
や
強
靱

な
県
土
づ
く
り
に
高
い
効
果
を
発
揮

す
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
構
想

の
実
現
に
は
、
地
元
の
機
運
を
さ
ら

に
高
め
、
国
に
必
要
性
等
を
強
く
訴

え
、
構
想
路
線
か
ら
の
格
上
げ
を

し
っ
か
り
と
主
張
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
構
想
実
現
に
向
け
、本

年
８
月
に
設
立
し
た
シ
ー
ラ
イ
ン
勉
強

会
で
地
域
の
課
題
整
理
等
を
検
討
し

て
ま
い
る
。今
後
も
八
代
・
天
草
シ
ー
ラ

イ
ン
構
想
推
進
大
会
の
開
催
等
、引
き

続
き
地
元
の
機
運
醸
成
を
図
り
、熱
意

を
国
に
伝
え
、構
想
の
早
期
実
現
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
る
。

令
和
６
年
９
月
定
例
県
議
会（
一
般
質
問
）抜
粋

令
和
６
年
９
月
定
例
県
議
会（
一
般
質
問
）抜
粋

一般質問する坂田県議

豪雨で被災した遥拝頭首工（3月）と不知火幹線（6月）

県営八代工業団地予定地



１
．
農
政
の
推
進

⑴
食
料
安
全
保
障
上
の
観
点
か
ら
農

業
農
村
整
備
事
業
の
推
進

【
質
問
】 

⑴
全
国
の
農
業
水
利
施
設

は
そ
の
半
数
が
標
準
耐
用
年
数
を
超

え
て
お
り
、
本
県
で
も
同
様
の
状
況

で
あ
る
。
八
代
平
野
地
区
で
は
、
本

年
３
月
以
降
の
豪
雨
で
農
業
水
利
施

設
の
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
関

係
機
関
の
必
死
の
仮
復
旧
対
応
で
何

と
か
し
の
い
で
い
る
。
全
国
の
食
料

生
産
供
給
基
地
の
役
割
を
担
う
本
県

で
、
農
業
用
施
設
の
計
画
的
な
保
全

の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。
農
業
農

村
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
り
潤
沢
な
農

産
物
を
生
産
し
、
本
県
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
最
も
重
要
と
考
え
る
が
、
県

の
取
組
状
況
と
今
後
の
対
処
に
つ
い

て
、
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

【
答
弁
（
知
事
）
】 

⑴
本
県
の
農
畜

産
業
は
、
日
本
の
食
料
安
全
保
障
の

一
翼
を
担
い
、
中
で
も
農
業
用
施
設

は
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
特
に
排
水
機
場
は
、
県
民
の
生

命
等
の
保
護
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
が
、
そ
の
多
く
は
老
朽
化
し
て
い

る
。
近
年
は
排
水
能
力
の
強
化
等
も

望
ま
れ
て
お
り
、
安
定
的
な
予
算
確

保
が
必
要
で
、
国
に
し
っ
か
り
と
財

源
確
保
を
求
め
て
ま
い
る
。
引
き
続

き
、
水
利
施
設
の
計
画
的
な
更
新
等

を
推
進
し
、
農
業
農
村
整
備
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
。

⑵
担
い
手
対
策
の
拡
充

【
質
問
】 

⑵
県
は
本
年
６
月
議
会
で
、

就
農
時
50
歳
代
の
県
内
居
住
者
に
も

新
規
就
農
者
支
援
を
拡
充
し
た
。
49

歳
以
下
の
場
合
は
、
新
規
就
農
者
育

成
総
合
対
策
事
業
の
就
農
後
支
援

等
、
国
の
手
厚
い
制
度
が
構
築
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
就
農
後
支
援
の

経
営
開
始
資
金
は
、
親
元
就
農
の
場

合
は
親
と
違
う
作
物
で
な
け
れ
ば
支

援
対
象
に
な
ら
な
い
。
実
践
経
験
の

な
い
者
が
い
き
な
り
親
と
違
う
作
物

で
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
は
ず
が
な

い
。
今
こ
そ
県
独
自
の
親
元
支
援
策

を
構
築
し
、
国
に
制
度
の
矛
盾
を
訴

え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
知
事
の
考

え
を
尋
ね
る
。

【
答
弁
（
知
事
）
】 

⑵
私
は
、
本
県

の
農
業
政
策
の
要
諦
は
担
い
手
対
策
に

あ
る
と
考
え
、
先
般
、
大
規
模
な
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
親

元
就
農
者
は
、
安
定
し
た
農
業
経
営
等

か
ら
、
改
め
て
重
要
性
を
認
識
し
た
。

経
営
開
始
資
金
に
つ
い
て
は
、
親
元
就

農
の
場
合
、
親
と
異
な
る
新
た
な
作
物

の
導
入
は
全
く
現
実
的
で
な
く
、
親
元

就
農
等
で
区
分
し
な
い
一
律
の
支
援
が

必
要
で
あ
り
、
制
度
の
見
直
し
を
国
に

強
く
訴
え
て
ま
い
る
。

２
．
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
波
及
効
果
を
よ
り

広
く
、
よ
り
大
き
く

⑴
熊
本
に
お
け
る
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
の
創
設

【
質
問
】 

⑴
台
湾
の
新
竹
サ
イ
エ
ン

ス
パ
ー
ク
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
に
資
金
を
支
援
す
る
な
ど
す
ば
ら

し
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
パ
ー
ク

周
辺
は
産
官
学
が
理
想
的
な
形
で
一

体
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
県
内
に

は
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
な
ど
半

導
体
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
企
業
群

が
あ
り
、
教
育
や
研
究
機
関
と
連
携

す
る
構
想
等
も
あ
る
。
国
も
台
湾
政

府
も
乗
り
気
で
、
ま
さ
に
千
載
一
遇

の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
工
場
周
辺
に
限
ら
ず
、
熊
本
全

体
を
俯
瞰
し
て
熊
本
版
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
構
想
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
知
事
の
率
直
か
つ
大
胆
な
考

え
を
尋
ね
る
。

【
答
弁
（
知
事
）
】 

⑴
私
は
、
熊
本

版
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
構
想
実
現
の

た
め
、
先
月
、
台
湾
の
新
竹
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
を
視
察
し
た
。
た
だ
、

台
湾
と
日
本
で
は
法
制
度
が
異
な
る

な
ど
、
同
様
の
手
法
は
我
が
国
で
は

困
難
な
た
め
、
本
県
独
自
の
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。
具
体
的
な
エ
リ
ア
と
し
て
セ
ミ

コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
周
辺
が
あ
る

が
、
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
工
業
団
地

に
す
る
の
で
は
な
く
、
必
要
な
機
能

を
分
担
、
連
携
し
、
こ
の
エ
リ
ア
を

核
と
し
た
展
開
を
考
え
て
い
る
。
研

究
機
関
等
の
立
地
で
さ
ら
な
る
産
学

連
携
が
進
み
、
人
材
育
成
も
含
め
た

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
る
。

⑵
県
営
八
代
工
業
団
地
の
整
備

【
質
問
】 

⑵
昨
年
の
12
月
議
会
で

八
代
地
域
で
の
県
営
工
業
団
地
整

備
が
表
明
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
に

全
容
が
見
え
な
い
。
八
代
は
今
後

も
発
展
が
見
込
ま
れ
る
交
通
結
節

点
で
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
極
め
て

高
い
。
日
本
の
経
済
安
全
保
障

上
、
半
導
体
製
造
の
全
工
程
を
国

内
で
賄
う
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

八
代
の
工
業
団
地
に
は
こ
う
し
た

企
業
立
地
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の

こ
と
が
九
州
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン

ド
構
想
や
熊
本
版
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
構
想
に
も
つ
な
が
る
。
そ

こ
で
、
県
営
八
代
工
業
団
地
整
備

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
知
事
に

尋
ね
る
。

【
答
弁
（
知
事
）
】 

⑵
八
代
地
域
で

の
工
業
団
地
の
整
備
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

効
果
を
全
県
に
広
げ
る
と
い
う
極
め

て
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
県
南
地
域

で
実
現
す
る
た
め
の
中
核
と
な
る
取

組
で
あ
る
。
県
で
は
、
可
能
な
限
り

早
急
に
候
補
地
選
定
の
検
討
を
行
っ

た
結
果
、
市
内
陸
部
で
約
25
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
工
業
団
地
を
整
備
す
る
こ

と
と
し
、
近
く
整
備
箇
所
等
を
公
表

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
分
譲
開
始

時
期
は
令
和
10
年
度
を
目
標
と
し
、

地
元
の
雇
用
確
保
や
地
域
の
活
力
に

つ
な
が
る
企
業
を
積
極
的
に
誘
致
し

て
ま
い
る
。

３
．
こ
ど
も
ま
ん
な
か
熊
本
を
標
榜

す
る
多
子
世
帯
子
育
て
支
援
事
業

【
質
問
】 

子
育
て
現
場
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
熊
本
県
保
育
協
会
か
ら
、

国
に
先
駆
け
た
３
歳
未
満
児
の
保
育

料
の
無
償
化
の
要
望
が
挙
が
っ
て
い

る
。
か
つ
て
の
県
の
保
育
料
施
策

は
、
子
供
が
３
人
以
上
の
世
帯
で
３

人
と
も
保
育
園
に
在
園
の
場
合
、
第

３
子
の
保
育
料
を
無
償
化
す
る
も
の

で
、
限
ら
れ
た
世
帯
し
か
該
当
し
な

い
制
度
で
あ
っ
た
が
、
私
が
八
代
市

長
の
時
に
、
第
１
子
、
第
２
子
の
状

況
に
関
わ
ら
ず
、
第
３
子
が
保
育
園

に
在
園
し
て
い
れ
ば
、
第
３
子
の
保

育
料
を
無
償
化
す
る
制
度
改
正
に
取

り
組
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
20
年
近
く
経

ち
、
現
在
３
歳
以
上
の
保
育
料
は
全

て
無
償
だ
が
、
国
の
制
度
で
は
完
全

無
償
化
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
る
。

全
国
に
は
無
償
化
に
取
り
組
む
都
道

県
が
あ
り
、
県
内
で
も
13
市
町
村
が

第
１
子
か
ら
の
無
償
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
本
県
で
も
無
償
化
を
検
討

し
、
議
論
を
始
め
て
は
ど
う
か
。
知

事
の
所
見
を
伺
う
。

【
答
弁
（
知
事
）
】 

こ
ど
も
ま
ん
な

か
熊
本
は
県
政
の
最
重
要
課
題
の
一

つ
で
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
熊
本
・
実

現
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定
予
定
で

あ
る
。
保
育
料
に
つ
い
て
、
現
在
、

国
は
全
て
の
３
歳
か
ら
５
歳
児
を
無

償
化
し
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
の
う

ち
、
就
学
前
に
３
人
以
上
の
兄
弟
が

い
る
世
帯
の
３
番
目
以
降
の
保
育
料

を
無
料
に
し
て
い
る
。
本
県
独
自
の

支
援
策
と
し
て
、
国
の
就
学
前
ま
で

を
18
歳
未
満
ま
で
に
基
準
を
引
き
上

げ
、
支
援
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る

が
、
福
祉
等
の
経
済
的
支
援
は
地
域

間
で
差
が
出
な
い
よ
う
国
が
一
律
に

行
う
べ
き
と
考
え
る
。
今
後
も
国
へ
強

力
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
子
育
て

支
援
策
の
分
野
の
重
点
化
等
に
つ
い
て

全
庁
的
に
議
論
し
て
ま
い
る
。

４
．
大
地
震
に
備
え
る
住
宅
の
耐
震

化
対
策
の
拡
充

【
質
問
】 

木
造
住
宅
の
耐
震
基
準
に

つ
い
て
は
、
昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐

震
基
準
、
昭
和
56
年
施
行
の
新
耐
震

基
準
、
平
成
12
年
施
行
の
現
行
基
準

の
３
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
本
年
１
月

の
能
登
半
島
地
震
で
は
、
現
行
基
準

に
基
づ
く
建
物
の
全
壊
等
が
１
割
未

満
だ
っ
た
一
方
で
、
大
き
な
被
害
は

古
い
耐
震
基
準
の
住
宅
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
県
の
耐

震
診
断
等
の
対
策
が
、
昭
和
56
年
以

前
に
着
工
さ
れ
た
も
の
が
補
助
要
件

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
現
行
基
準
に

満
た
な
い
も
の
も
適
用
す
べ
き
と
県

に
再
三
申
し
入
れ
て
い
た
が
、
能
登

半
島
地
震
の
被
災
状
況
を
受
け
、
県

に
再
度
そ
の
点
を
問
い
た
だ
し
た
。

県
は
、
よ
う
や
く
今
議
会
で
補
助
要

件
を
現
行
基
準
に
満
た
な
い
住
宅
に

見
直
す
と
し
て
い
る
が
、
今
回
の
見

直
し
の
経
緯
等
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

併
せ
て
、
拡
充
策
の
具
体
的
な
内
容

と
県
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
、
亀
崎

副
知
事
に
伺
う
。

【
答
弁
（
亀
崎
副
知
事
）
】 

県
で
は

国
の
方
針
に
即
し
て
、
旧
耐
震
基
準

に
基
づ
く
住
宅
等
の
耐
震
性
向
上
の

た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
耐
震
診
断

事
業
を
実
施
し
、
平
成
29
年
度
か
ら

は
耐
震
改
修
等
も
行
う
住
宅
耐
震
化

支
援
事
業
を
開
始
し
た
。
能
登
半
島

地
震
で
は
、
現
行
基
準
を
満
た
さ
な

い
新
耐
震
基
準
の
住
宅
で
も
約
25
％

が
全
壊
と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
の
た

め
支
援
対
象
を
現
行
基
準
を
満
た
さ

な
い
住
宅
と
す
る
な
ど
支
援
策
を
拡

充
し
た
。
拡
充
の
具
体
的
な
内
容

は
、
支
援
対
象
の
拡
大
と
一
定
期
間

の
住
宅
所
有
者
へ
の
補
助
額
の
増
額

で
あ
る
。
県
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
耐
震
化
の
意
識
向
上
が
重
要
で

あ
り
、
市
町
村
広
報
等
も
活
用
し
丁

寧
な
説
明
等
を
行
っ
て
ま
い
る
。

５
．
八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン
構
想

の
推
進

【
質
問
】 

八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン

構
想
は
、
よ
う
や
く
構
想
路
線
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
が
、
ま
だ
計
画
路
線

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
平
成
元
年
、

八
代
・
天
草
架
橋
建
設
促
進
期
成
会

が
発
足
し
、
令
和
３
年
２
月
、
八

代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン
建
設
促
進
協

議
会
が
設
立
、
同
年
に
は
県
や
国
の

計
画
の
構
想
路
線
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
こ
の
構
想
を
推
進
す
べ
く
地
元

の
機
運
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。
要
望

活
動
で
は
、
国
交
省
等
に
事
業
化
に

必
要
な
調
査
等
の
早
期
着
手
を
訴
え

て
い
る
。
本
年
１
月
の
能
登
半
島
地

震
で
は
半
島
が
ゆ
え
の
脆
弱
性
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
天
草
地
域
に
お
い

て
も
緊
急
時
の
代
替
ル
ー
ト
の
確
保

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
災
害
に
強

い
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
発
展
等
に

大
き
な
効
果
等
を
も
た
ら
す
こ
の
構

想
の
必
要
性
は
、
必
然
的
に
高
ま
っ

て
い
る
。
知
事
は
こ
の
構
想
に
つ
い

て
ど
う
考
え
、
今
後
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

【
答
弁
（
知
事
）
】 

八
代
・
天
草
シ
ー

ラ
イ
ン
構
想
は
、
実
現
の
暁
に
は
県

南
・
天
草
地
域
の
地
方
創
生
や
強
靱

な
県
土
づ
く
り
に
高
い
効
果
を
発
揮

す
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
構
想

の
実
現
に
は
、
地
元
の
機
運
を
さ
ら

に
高
め
、
国
に
必
要
性
等
を
強
く
訴

え
、
構
想
路
線
か
ら
の
格
上
げ
を

し
っ
か
り
と
主
張
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
構
想
実
現
に
向
け
、本

年
８
月
に
設
立
し
た
シ
ー
ラ
イ
ン
勉
強

会
で
地
域
の
課
題
整
理
等
を
検
討
し

て
ま
い
る
。今
後
も
八
代
・
天
草
シ
ー
ラ

イ
ン
構
想
推
進
大
会
の
開
催
等
、引
き

続
き
地
元
の
機
運
醸
成
を
図
り
、熱
意

を
国
に
伝
え
、構
想
の
早
期
実
現
に
向

け
た
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
る
。

答弁される木村知事

答弁される亀崎副知事

 

  

 

 

 

  

 

 

 

新耐震基準に加え、
壁の配置や金具の固定
方法など厳格化

震度６強から７程度の
地震で倒壊等の被害

を生じない

震度５強程度の地震で
ほとんど損傷しない

旧耐震基準 新耐震基準

建築基準法の耐震基準の推移

1981年（昭和56年）

1978年
宮城県沖地震

1995年
阪神大震災

2011年
東日本大震災

2016年
熊本地震

2024年
能登半島地震

2000年（平成12年）

現行基準



各
地
の
様
々
な
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、あ
ら
ゆ
る
要
望
を
精
力
的
に
中
央
に
届
け
る
!

各
地
の
様
々
な
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、あ
ら
ゆ
る
要
望
を
精
力
的
に
中
央
に
届
け
る
!

金
子
代
議
士

　
　
９
期
目
飾
る

木
村
新
知
事

　
　
　
誕
生
す
る

選対本部長として、出陣式で金子
候補への支援を訴える　10/15

木村候補の街頭演説に蒲島知事、鳥取県平井知事揃って応援に
駆けつけられる　3/17

い草の里まつりで最優秀の市長賞の
小嶋新吾さんとツーショット　3/3

坂田孝志を囲む新春の集い、蒲島知事、
木村副知事と共に乾杯！　2/10

氷川町消防団出初式に於いて消防
団員を鼓舞する　1/21

坂本農林大臣へ農業農村整備事業
予算を要望する　6/10

ふる郷愛鏡祭で来場者に餅を
振る舞う　5/26

道の駅秘境の郷いずみ開駅式で祝辞を
述べる　4/20

八代くま川祭りで参加者と共に大いに
盛り上がる　8/3

八代・天草シーライン建設促進市議連
総会で必要性を訴える　7/23

木村知事、北林農政局長に不知火幹線
水路の被害状況を説明する　6/30

農林省渡辺事務次官に農業の窮状を
切 と々述べる　11/7

東陽しょうが祭りで生産者のご苦労を
讃える　10/27

カンボジア開発評議会のスゥオ・ソファール
閣下に県の雇用情勢を説明する　10/10

道路財源を求める都道府県議会世話人会
で地方の窮状を訴える　11/12

坂本ふるさと祭で豪雨災害の
復旧復興状況を述べる　11/10

自民党森山幹事長に農業農村整備予算の
拡充を求める　11/7


